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団 体 名 東急コミュニティー・国際自然大学校グループ 

●アクティビティマニュアルの改良 

・アクティビティの手順、活動時間の目

安、学校教員がすべきこと、参加者がす

べきことなどを記載したアクティビティマニュ

アルを継続して配布します。 

・マニュアルは、より分かりやすくするため

に、画像を挿入するなど、改良を続けて

いきます。 

・マニュアルの配布方法は、ウェブサイトで

ダウンロードできる他、利用調整会など

で配布します。 

●直接指導の拡大による支援 

・学校の要望に応じて、職員が活動プログラムに関わる等、直接的な活動支援を

拡大します。 

・職員が当施設以外の学校の活動場所に出向いて、自然体験活動の手法などを

教員や子どもたちに指導するといった講師派遣を実施します。 

・希望があれば、キャンプファイヤーやキャンドルファイヤーの指導に対するサポートとし

て、指導者登録していただいている方を紹介し、地域の指導者の活性化も図りま

す。 

●施設ブログで情報収集の支援 

・当グループが指定管理者となり、施設の様子を伝えるブログを始めました。 

・毎日更新をすることで、日々の活動の様子や、動植物の変化など、リアルタイムな情

報を発信しています。 

・利用者は、利用日直前の自然の様子や注意箇所等の情報を受け取ることで、最新

の施設状況を把握することができます。 

●「自然のたより」による事前学習支援 

・その月ごとに見られる同植物の内容、生態などを分かりやすく写真とともに掲載してい

る「自然のたより」を、継続して毎月発行します。 

・ウェブサイトに掲載し、事前学習の資料として学校で活用頂いています。 

●【NEW】自然ガイドブックのウェブサイトへの掲載 

・当グループが指定管理者となり作成した自然ガイドブックは、学校教員の補助教材の

役割を果たしています。 

・自然ガイドブックは、ウェブサイトに掲載し、利用者から得られた意見の反映や、新しい

情報の掲載をしやすくします。 
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団 体 名 東急コミュニティー・国際自然大学校グループ 

●既存利用者向け広報活動 

①指導者の活動を支援しリピーターを増やす 

・野外活動研修会など、指導者向け研修会を実施し、青少年団体などの活

動を活性化することで、利用促進につなげます。 

・さらに、学んだ指導技術を活用する機会として、主催事業の運営ボランティア

として協力してもらいます。 

・ボランティアを通して、指導技術の活用法のヒントを得ることで、今後の新たな

施設利用につながります。 

②主催事業への協力による団体活動の活発化 

・主催事業の「紅葉祭り」では、青少年団体やスポーツ団体などの利用団体に

それぞれのブースを担ってもらい、施設運営の協力に関わってもらっています。 

・青少年団体やスポーツ団体の活動の機会と幅が拡がり、青少年団体自体の

活動が活発化することで、施設の新たな利用にもつながります。 

●インターネットを活用した広報活動【新規利用者向け・既存利用者向け】 

①施設ウェブサイトの活用 

・当施設のウェブサイト内のブログは、毎日更新することで、常に施設の新しい情

報を提供しています。 

・利用者の声を反映して実施した修繕の完了のお知らせや、イベント開催のお

知らせ、開催後の活動報告など施設をより身近に感じていただけるような工夫

をしています。 

・今後も、継続をして新規利用者への「施設利用への興味、期待と安心」を高

め、既存利用者への「いつでも良質で利用者目線の施設」でることのアピールを

します。 

②【NEW】LINE 公式アカウントの活用 

・新規利用者と既存利用者向けに最新情報を届けるため、生活に根付

いているインスタントメッセンジャーアプリ、LINE を活用します。 

・LINE は、人口の 65%以上がユーザーであり、年齢層も 10 代～60

代まで幅広く、特に 20~40 代で会社員・主婦のユーザーが多いため、

青少年の保護者層へ効果的に広報活動が可能です。 

・LINE 公式アカウントは、広報活動・問合せ対応に特化しており、既存

の情報伝達手段（手紙・メール等）よりもタイムリーにやり取りができる

ため、利用者の総合的な満足度向上に寄与できます。 

・主な LINE 広報は、施設の利用促進のために、空き状況や、新しいアク

ティビティ、主催事業の紹介などを配信します。 

③イベント情報サイトの活用 

・主催事業の集客のために、インターネット上のイベント登録サイトに掲載します。 

・例えば、無料掲載が出来る「いこーよ」や「イベントバンク・プレス」などの掲載をしていきます。 

 

＜当施設ウェブサイト＞ 

＜LINE 画面例＞ 
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団 体 名 東急コミュニティー・国際自然大学校グループ 

●国際自然大学校の安全管理体制の整備 

・構成団体国際自然大学校において 35 年以上にわたり作成・更新されている「安全管理マニュアル」をもとに

愛川ふれあいの村における安全管理マニュアルを策定しています。 

・当該内容は、基礎として本施設に関わるリスク回避について必要な安全管理体制を整備しており、適宜改定を

していきます。 

●事故寸前回避事例報告書の作成・共有 

・日本アウトドアネットワーク（ＪＯＮ）と情報を共有し、安全管理を強化します。 

・「事故寸前回避事例報告書（ヒヤリハット）」といった全国事例を職員間で共有し、防止に努めます。 

 

 

 

 

 

 

 

●オリエンテーション（入村式）時における利用団体への注意喚起 

・オリエンテーション（入村式）時において、利用団体へ活動時の注意点について的確に伝えます。 

・具体的には、本施設の危険箇所を地図上に記し、事故が発生するリスクがある場所を利用者の方々に理解して

頂きます。 

●黒球式熱中症計の活用 

・熱中症を予防するため、「黒球式熱中症計」を利用します。施設スタッフが黒球式熱中

症計を確認し、危険度が高い場合には、水分補給や帽子の着用、日陰での活動等を

積極的に呼びかけます。 

・構成団体国際自然大学校が指定管理者として運営を行う他の施設においても、黒球

式熱中症計を施設スタッフが確認し、利用者の注意喚起の役割を果たしています。気

象予報の予測値より熱中症計の実測値で判断できるため、正確な判断がとれるように

なります。また、近年は猛暑日が増加していることから、必要度は高いと考えています。 

●雷探知機の活用 

・雷発生下における野外活動は非常に危険であるため、雷の接近を知らせる「雷探知

機」を活用します。 

・施設スタッフが雷探知機を確認し、雷が接近した際には速やかに利用者へ屋内退避を

するよう促します。 

 

 

日本アウトドアネットワーク 概要 

（1）日本アウトドアネットワークとは 

日本全国にある 65 団体の自然学校など、アウトドアを舞台に実践している専門家や指導者、事業者による情

報交換ネットワーク団体です。 

（2）ネットワーク活用のメリット 

65 団体が会員に加盟しているため、事故寸前だった事象等をミーティング・研修等で共有することで、本施設の

事故防止への施策へ反映します。 

＜黒球式熱中症計イメージ＞ 

＜雷探知機 イメージ＞ 
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団 体 名 東急コミュニティー・国際自然大学校グループ 

●食の安全管理：アレルギー対応 

・食堂を運営する寿食品は、食物アレルギーのある利用者も施設で安全に過ごしていただけるよう、食物アレルギー

対応を行っています。 

・食堂のホームページにて、提供する全てメニューの原材料の公開、および７品目（卵、乳製品、小麦、そば、落花

生、えび、かに）のアレルギー表示をしています。利用者は事前に情報を確認することができます。 

                 

 

・「食堂の手引き」に記載されているアレルギー対応の手順に基づき、対応します。 

 

 

 

 

＜愛川ふれあいの村食堂ホームページ画面＞ ＜例：メニューおよびアレルギー表示＞ 

＜食物アレルギー対応連絡表＞ 

＜食物アレルギー個別対応カルテ＞ 
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団 体 名 東急コミュニティー・国際自然大学校グループ 

 

 

（救急救命士等の配置、救命に関する職員研修等について、具体的に記載してください。） 

●初動対応と連絡体制 

・災害など突発的な危機が生じた際に、救急隊の手に委ねるまでの間の安全を確保するための体制を構築します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●小児・乳児までカバーする応急手当資格の取得 

・普通救命講習ではカバーできない、小児・乳児までをカバーするメディクイック・ファーストエイド・チャイルドケアプラス講

習を職員が引き続き受講します。 

・メディクイック・ファーストエイド・チャイルドケアプラスは、学校施設、保育者、スポーツコーチなどの子どもの健康上の緊

急時に対応しなくてはならない指導者向けに構築された実践的な講習プログラムであるため、愛川ふれあいの村で

行われる野外活動等の指導において有益な講習と考えます。 

・構成団体国際自然大学校はメディクイックファーストエイド・チャイルドケアプラス認定講師がおり、野外活動における

応急手当のノウハウも講習時に知ることができます。 

 

※ＭＦＡ：国連世界安全機構をはじめ公的

機関や団体からも承認・推奨されている応急手

当トレーニングプログラムです。実技に重点をお

き、実技練習等により習得効果を向上させます。 

講習終了後は国際終了認定カードが発行され

ます。 

 

 

ウ 急病人等が生じた場合の対応 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

心肺停止 

呼吸停止 

職員対応 

状況把握 
・応急手当 

・止血処置 

・心肺蘇生法 

（AED） 

事務所待機 
・通路の確保 

・応援要請 

・記録 

応
急
手
当 

所長 

消防署・警察署 

応急手当 

応援要請 

けが人の避難 

状況確認 

事故・ケガ 

緊急事態 

救急車要請 

事故内容の報告 

災害発生 
指
示 

報
告 

 

消防署・警察署

「事故けが人」発生時対応マニュアルについて

職員対応について 災害発生時

救急車要請

事故内容の報告

･心停止

･呼吸停止　等

･応急手当

･止血処置

･心肺蘇生法

状況把握

･搬送通路の確保

･応援要請

事務所待機班 統括責任者

所長

けが人等

緊急事態発生

報告

指示

応

急

手

当

災害発生

応急手当

応援連絡

けが人の避難

 

消防署・警察署

「事故けが人」発生時対応マニュアルについて

職員対応について 災害発生時

救急車要請

事故内容の報告

･心停止

･呼吸停止　等

･応急手当

･止血処置

･心肺蘇生法

状況把握

･搬送通路の確保

･応援要請

事務所待機班 統括責任者

所長

けが人等

緊急事態発生

報告

指示

応

急

手

当

災害発生

応急手当

応援連絡

けが人の避難

＜MFA について＞ 
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団 体 名 東急コミュニティー・国際自然大学校グループ 

Ⅱ 管理経費の節減について 

   節減努力等 

（経費積算内訳（収支計画書）により、審査しますので、記載不要です。） 
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